
 

 

１．科目名（単位数） 情報処理演習Ⅲ （4 単位） 

３．科目番号 GECM3304 

２．授業担当教員 櫻井 秀樹 

４．授業形態 講義と演習 ５．開講学期 通年 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

この講義では、「情報処理演習Ⅰ」や「情報処理演習Ⅱ」で学んだ基礎知識や技術を基にして、さらに発展

的な内容を具体的な事例を用いて学習する。事例と演習により、これまでに学んだ情報処理をどのような場

面で活用できるのかを学ぶ。そのため、コンピュータを使った数値計算にとどまらず、さらに大きな枠組み

で情報処理について考えていく。具体的には、プログラミング言語として VBA 言語を取り上げ、プログラミ

ングを構成する基本要素を、演習を行いながら学んでいく。また、データ分析に関しても扱い、調査や実験

の結果を導くために必要な技法を学ぶ。 

８．学習目標 

 情報処理において、コンピュータを使うための知識や技術は重要である。しかし、コンピュータは何かの

目的を達成するための道具であるという一面もある。そこで本講義では、履修者自らがコンピュータを使い

こなすための具体的な方法を調べて、どのようにしたらその目的を達成できるのかを考える。そのような考

え方や姿勢を習得し、操作できるようになることが本講義の目標である。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

毎回授業内で作成した作成物を提出。 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 

著作者：実教出版企画開発部編『30時間でマスター Excel VBA』実教出版、2023年。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

１．Excel などを用いたデータ分析の内容について理解できているか。 

２．VBA の基本的な事項を理解し、自分でプログラムを作成できるか。 

３．分かりやすい表現方法や明瞭かつ論理的な文章で、自分の考えを述べられるか。 

○評定の方法 

[授業への積極的参加度、日常の受講態度、レポート等を総合して評価する。 

１．授業への積極的参加、受講態度 30％ 

２．授業において課されるレポートや課題 30％ 

３．最終課題 40％ 

12．受講生への 

メッセージ 

内閣府は、科学技術政策として、現在の情報社会(Society4.0)に続く Society5.0 を発表した。これは、サイ

バー空間(仮想空間)とフィジカル空間(現実空間)を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課

題の解決を両立する、人間中心の社会の構築を目指す。具体的には、AI により、多くの情報を分析するなど

の面倒な作業から解放され、IoT で全ての人とモノがつながり、様々な知識や情報が共有される。このよう

な社会になれば、本授業のような講座は不要になるかもしれない。しかし、現実は、まだまだこの域には達

していないので、本授業の、Excel のマクロ・VBA を習うことにより、より効率よく情報分析などを行えるよ

うにしたい。 

13．オフィスアワー 授業内実施。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
オリエンテーション(授業内容の説明、注意事項) 

第 1 章 VBA の基礎 １VBA とは 

事前学習 教科書第 1 章１節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２回 
2 VBA を体験しよう 

3 オブジェクトからのマクロの実行 

事前学習 教科書第 1章 2節から 3 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第３回 第２章 記録マクロの利用 1 名簿の並べ替え 
事前学習 教科書第 2 章１節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第４回 2 種類別にセルを色分け 3 複数条件で色分け 
事前学習 教科書第 2章 2節から 3 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第５回 4 アクティブセルの移動 5 繰り返しによる自動化 
事前学習 教科書第 2章 4節から 5 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第６回 6 抽出して印刷 7 抽出条件を選択して印刷 
事前学習 教科書第 2章 6節から 7 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第７回 実習問題 01 
事前学習 実習問題 01 を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第８回 実習問題 02～04 
事前学習 実習問題 02～04 を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第９回 
第 3 章 ワークシートを便利にするマクロ 

1 関数とマクロを利用した個別データの印刷 

事前学習 教科書第 3 章１節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１０回 
2 マクロのみを利用した個別データの印刷 

3 範囲指定した個別データの印刷 

事前学習 教科書第 3章 2節から 3 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１１回 4 条件に合った個別データの印刷 
事前学習 教科書第 3章 4節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１２回 実習問題 05 
事前学習 実習問題 05 を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 



 

 

 

第１３回 実数問題 06,07 
事前学習 実習問題 06,07を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１４回 実習問題 08 
事前学習 練習問題 08 を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１５回 春期のまとめ 
事前学習 前回までの内容を復習しておく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１６回 

秋期の概要 

第 4 さまざまなコントロール 

1 イベントとコントロールとは 2 コマンドボタン 

3 スピンボタン 

事前学習 教科書第 4章 1節から 3 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１７回 4 ラベル 5 テキストボックス 6 チェックボックス 
事前学習 教科書第 4章 4節から 6 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１８回 
7 オプションボタン 8 リストボックス 

9 コンボボックス 

事前学習 教科書第 4章 7節から 9 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第１９回 10 スクロールバー 11 トグルボタン 
事前学習 教科書第 4章 10 節から 11 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２０回 実習問題 09 
事前学習 実習問題 09 を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２１回 
第 5 章 コントロールを利用したマクロ 

1 入力しやすい表の作成 2 データベース関数の活用 

事前学習 教科書第 5章 1節から 2 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２２回 3 VLOOKUP 関数の活用 4 ワークシートの挿入と削除 
事前学習 教科書第 5章 3節から 4 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２３回 
5 ユーザーフォームの利用 

6 ユーザーフォームを利用したデータベースの作成 

事前学習 教科書第 5章 5節から 6 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２４回 7 オプションボタンの利用 8 リストボックスの利用 
事前学習 教科書第 5章 7節から 8 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２５回 実習問題 10 から 13 
事前学習 実習問題 10 から 13 を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２６回 

第 6 章 簡単なシステムの作成 

1 この章で作成するシステム 

2 複数ブックからのデータ集計 

事前学習 教科書第 6章 1節から 2 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２７回 
3 入力フォームの作成  

4 ピボットテーブルを利用した集計 

事前学習 教科書第 6 章３節から４節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２８回 5 印刷フォームの作成 6 メニューの作成 
事前学習 教科書第 6章 5節から 6 節を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第２９回 
7 ブックを開くとき、閉じるときのマクロの自動化 

実習問題 

事前学習 教科書第 6章 7節と実習問題を読んでおく。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

第３０回 秋期と全体のまとめ 
事前学習 全体を見直し理解を深める。 

事後学習 本授業の復習をしてより理解を深める。 

 


